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検
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「
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
３
か
年
計
画
」
が
策
定
さ

れ
た
。
単
年
度
１
４
６
４
憶

円
が
地
方
財
政
措
置
と
し
て

計
上
さ
れ
る
。
２
０
２
４
年

度
ま
で
の
本
計
画
よ
り
単
年

度
で
約
３０
億
円
増
加
し
て
い

る
。現

在
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
第
２
期
に
向
け
た
義

務
教
育
段
階
の
端
末
整
備
に

向
け
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
加
速
化
基
金
に
よ

り
、
２
０
２
８
年
度
ま
で
の

５
年
間
を
か
け
て
端
末
更
新

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

（
補
助
率
２
／
３
）
。

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

３
か
年
計
画
は
、
児
童
生
徒

用
端
末
を
除
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
に
つ
い
て
の
予
算
措
置

と
し
て
地
方
交
付
税
措
置
内

に
積
算
さ
れ
る
も
の
。
そ
の

積
算
内
容
を
決
定
す
る
基
に

な
る
も
の
が
、
令
和
７
年
度

以
降
の
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
方
針
で
あ

る
。学

校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

３
か
年
計
画
で
予
算
措
置
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
次
。
校

務
環
境
と
し
て
業
務
用
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
、
高
校
生
の
情
報
端

末
の
一
部
が
積
算
さ
れ
て
い

る
。

▼
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
費

用
と
し
て
毎
年
度
、
計
上
。

国
の
要
請
を
受
け
、
各
通
信

事
業
者
か
ら
は
安
価
な
ギ
ャ

ラ
ン
テ
ィ
型
の
提
案
が
始
ま

っ
て
い
る
（
詳
細
５
面
）
。

▼
高
校
生
の
学
習
者
用
端
末

主
に
予
備
機
や
低
所
得
者

層
貸
与
用
と
し
て
生
徒
数
の

３
分
の
１
程
度
を
積
算
。

▼
教
員
端
末
等

指
導
者
用
端
末
、
校
務
用

端
末
、
業
務
用
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
次
世
代
型
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
も
し
く
は
統
合
型
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
。
今
回
新

規
で
積
算
さ
れ
た
業
務
用
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
は
、
働
き
方
改

革
の
観
点
か
ら
適
切
な
表
示

領
域
の
確
保
を
実
現
す
る
も

の
。
小
中
高
等
学
校
・
特
別

支
援
学
校
等
の
教
員
に
そ
れ

ぞ
れ
１
台
分
を
積
算
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
体
制

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
４
校
に
つ
き
１
人
分

を
積
算
。

▼
教
室
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

電
子
黒
板
等
大
型
提
示
装

置
（
小
中
高
等
学
校
普
通
教

室
各
１
台
・
特
別
教
室
用
各

学
校
６
台
）
、
実
物
投
影
機

（
小
学
校
及
び
特
別
支
援
学

校
）

▼
そ
の
ほ
か

充
電
装
置

（
充
電
保
管
庫
、
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
）
、
児
童
生
徒

用
端
末
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

応
、
学
習
者
支
援
ツ
ー
ル
。

さ
ら
に
２
０
２
５
年
度
か

ら
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事

業
債（
仮
称
）」
（
地
方
債
）

を
創
設
。
端
末
の
国
庫
補
助

や
地
方
財
政
措
置
分
を
除
く

地
方
負
担
分
に
つ
い
て
活
用

で
き
る
。
（
詳
細
４
面
）
。

１
人
１
台
端
末
が
全
国
の

小
中
高
等
学
校
で
整
備
さ

れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
も
た
ら
す
学

び
の
質
向
上
に
資
す
る
取
組

が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や

オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
、
あ
る
い

は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
使
っ
た
学
力
テ
ス
ト
）

に
よ
る
調
査
が
さ
ら
に
普
及

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

中
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
で

十
分
な
帯
域
を
確
保
し
て
い

る
の
は
学
校
全
体
の
２
割
程

度
に
過
ぎ
な
い
点
が
大
き
な

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
状
を
受
け

て
２
０
２
４
年
８
月
、
文
科

相
・
総
務
相
・
デ
ジ
タ
ル
相

が
連
名
で
通
信
事
業
者
に
対

し
て
学
校
向
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
提
案
の
充
実
と
配
慮
に

つ
い
て
協
力
を
要
請
し
た
。

こ
の
日
の
ピ
ッ
チ
は
そ
う
し

た
流
れ
の
一
環
で
開
催
さ
れ

た
も
の
。
自
治
体
側
に
は
当

面
の
推
奨
帯
域
を
満
た
す
た

め
に
、
ま
ず
は
学
校
規
模
に

合
っ
た
回
線
を
導
入
す
る
こ

と
を
要
請
し
、
各
種
予
算
・

施
策
に
お
い
て
も
強
力
に
後

押
し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

デ
ジ
タ
ル
庁
国
民
向
け
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
統
括
官
の
川

﨑
拓
磨
氏
は
「
こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自
治
体
と

事
業
者
が
つ
な
が
り
、
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
の
改
良
や
価
格

面
で
の
競
争
が
生
ま
れ
て
い

く
こ
と
が
ね
ら
い
。
子
供
た

ち
の
学
び
の
充
実
の
た
め
に

も
、
自
治
体
の
方
々
に
は
ぜ

ひ
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
や
ピ
ッ

チ
を
活
用
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
を
改
善
・
高
度
化
さ

せ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

■
教
育
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ

「
通
信
分
野
」
を
追
加

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
学
校
情
報
基
盤
・
教
材

課
デ
ジ
タ
ル
教
材
基
盤
係
の

新
井
亮
裕
係
長
は
、
「
教
育

Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
の
使

い
方
」
と
「
学
校
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
改
善
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
に
つ
い
て
説
明
。
２
月

１７
日
に
デ
ジ
タ
ル
庁
の
教
育

Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
に
新

た
に
追
加
し
た
通
信
分
野
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
、
回
線

種
別
か
ら
絞
り
込
み
検
索
で

き
る
手
順
を
示
し
た
。
提
供

エ
リ
ア
・
価
格
・
推
奨
学
校

規
模
・
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
有
無
な
ど

を
比
較
ボ
タ
ン
で
複
数
候
補

を
並
べ
て
検
討
で
き
る
。

回
線
の
種
別
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
に
説
明
。

【
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
型
】

通
信
回
線
を
複
数
の
ユ
ー
ザ

で
共
用
。
例
え
ば
１
Ｇ
ｂ
ｐ

ｓ
の
契
約
の
場
合
、
そ
れ
は

全
体
の
ユ
ー
ザ
で
の
合
計
の

最
大
帯
域
（
理
論
値
）
で
あ

り
実
測
値
は
混
雑
具
合
で
変

動
す
る
。
専
用
回
線
で
は
な

い
た
め
比
較
的
安
価
。

【
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
型
】
突
発

的
な
状
況
を
除
き
、
１
Ｇ
ｂ

ｐ
ｓ
の
契
約
の
場
合
は
そ
の

帯
域
を
専
有
で
き
、
実
測
値

と
契
約
帯
域
が
ほ
ぼ
イ
コ
ー

ル
と
な
る
。
専
用
回
線
な
の

で
価
格
が
や
や
高
い
。

【
バ
ー
ス
ト
型
】
ベ
ス
ト
エ

フ
ォ
ー
ト
型
と
ギ
ャ
ラ
ン
テ

ィ
型
の
特
徴
を
併
せ
持
つ
回

線
。
「
こ
こ
ま
で
の
帯
域
は

保
証
す
る
」
一
方
で
、
帯
域

に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
そ
れ

よ
り
も
多
く
の
帯
域
を
利
用

で
き
る
方
式
。
（
ｂ
ｐ
ｓ
：

Bitper
Second

＝
１
秒

あ
た
り
に
通
信
可
能
な
デ
ー

タ
量
の
単
位
）

■
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

改
善
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
第
１
章
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
基
礎
知
識
（
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
・
回
線
・
Ｉ
Ｓ
Ｐ
な
ど

の
仕
組
み
）
を
解
説
。
第
２

章
で
課
題
把
握
か
ら
対
応
策

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
、
速
度
測

定
方
法
や
ユ
ー
ザ
体
感
調
査

の
具
体
例
を
示
し
た
。
ト
ラ

フ
ィ
ッ
ク
が
大
き
く
な
る
原

因
や
同
時
接
続
数
の
増
加
に

対
応
す
る
に
は
、
セ
ッ
シ
ョ

ン
数
や
ル
ー
タ
ー
性
能
・
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
干
渉
な
ど
、
様
々

な
視
点
が
必
要
。
通
信
速
度

が
低
下
す
る
原
因
と
し
て

「
校
内
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

の
周
波
数
帯
や
設
置
場
所
」

「
回
線
契
約
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

上
限
不
足
」
「
ル
ー
タ
ー
処

理
性
能
不
足
」
な
ど
多
岐
に

渡
る
た
め
、
原
因
特
定
の
た

め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
重
要

と
述
べ
た
。

■
「
当
面
の
推
奨
帯
域
」
は

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
入
口
実
効
速
度

な
お
文
科
省
が
定
め
る

「
当
面
の
推
奨
帯
域
」
は
あ

く
ま
で
も
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
入
り

口
で
の
実
効
速
度
で
あ
り
、

ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
型
回
線

の
理
論
値
で
は
な
く
実
測
で

満
た
す
必
要
が
あ
る
点
に
注

意
し
て
ほ
し
い
と
強
調
。
国

庫
補
助
や
地
方
財
政
措
置
を

活
用
し
、
自
治
体
担
当
者
は

専
門
知
識
を
身
に
つ
け
な
が

ら
早
期
に
改
善
し
て
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
た
。

文
部
科
学
省
は
「
令
和
７
年
度
以
降
の
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
方
針
」

（
以
下
、
「
整
備
方
針
」
）
お
よ
び
、
整
備
方
針
を
踏
ま
え
た
「
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
３
か
年
計
画
（
２
０
２
５
〜
２７
年
度
）
」
を
策
定
。
１
月
末
に
全
国
の
教
育
委
員

会
に
通
知
し
た
。
本
整
備
方
針
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
を
前
提
に
し
つ
つ
、
１
人

１
台
端
末
の
整
備
を
始
め
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
進
展
に
よ
る
変
化
を
踏
ま
え
て
策

定
。
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
等
を
図
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
、
学
習
基
盤
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
お
い
て
、
最
低
限
必
要
と
さ
れ
、
か

つ
、
優
先
的
に
整
備
す
べ
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
設
置
の
考
え
方
及
び
機
能
の
考
え
方
に

つ
い
て
整
理
し
た
。

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
学
校
情
報
基
盤
・
教

材
課
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
庁
国
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ
準
公
共
（
教
育
）
班
は
２
月
１７
日
、
「
学
校
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
自
治
体
ピ
ッ
チ
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
形
式
で

開
催
。
１４
の
通
信
事
業
者
等
に
よ
る
学
校
向
け
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
商
品
説
明
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
当
日
登
壇
し
た
１４
社
及
び
そ
の
他
の
事
業
者
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
を
「
教
育
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ

プ
」
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
公
開
（https://ppp-ed

ucation-dx.jp/nwpitch/

）
。

「
わ
か
り
や
す
く
」

「
自
由
度
高
く
」
を
実
現

２
０
３
０
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
次
期
学
習
指
導
要
領

の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

教
育
課
程
部
会
教
育
課
程
企

画
特
別
部
会
（
主
査
＝
貞
広

斎
子
・
千
葉
大
学
副
学
長
・

教
育
学
部
教
授
）
で
は
、
諮

問
「
初
等
中
等
教
育
に
お
け

る
教
育
課
程
の
基
準
等
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
を
受
け
、

「
学
習
指
導
要
領
の
一
層
の

構
造
化
」
を
中
心
に
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

諮
問
で
指
摘
さ
れ
た
「
現

行
学
習
指
導
要
領
の
理
念
や

趣
旨
の
浸
透
は
道
半
ば
」
で

あ
る
こ
と
の
解
決
に
向
け
て

「
質
の
高
い
、
深
い
学
び
を

実
現
し
、
わ
か
り
や
す
く
使

い
や
す
い
学
習
指
導
要
領
の

在
り
方
」
に
つ
い
て
検
討
。

具
体
的
に
は
、
現
行
の
学

習
指
導
要
領
に
つ
い
て
「
分

か
り
に
く
い
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
整
理
。
情

報
量
が
多
い
、
様
々
な
学
び

方
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が

多
い
、
「
資
質
・
能
力
」
の

深
ま
り
や
一
体
的
に
育
成
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
り
に
く

い
な
ど
の
点
だ
。

「
知
識
・
技
能
」
も
「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
」
も
、
い
ず
れ
も
補
完
し

合
う
関
係
に
あ
り
、
現
実
社

会
で
「
生
き
て
働
く
」
力
と

し
て
育
成
す
べ
き
も
の
と
し

て
表
現
す
る
。
ま
た
、
教
科

書「
を
」教
え
る
授
業
か
ら
の

脱
却
、
育
成
し
た
い
資
質
能

力
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、

学
び
や
授
業
デ
ザ
イ
ン
に
関

し
て
は
自
由
度
を
深
め
る
と

し
て
い
る
。
一
方
で
「
内
容

の
重
点
化
・
構
造
化
は
教
員

へ
の
負
担
や
負
担
感
の
軽
減

に
つ
な
が
る
の
か
」
「
裁
量

拡
大
が
現
場
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
の
か
」

の
視
点
か
ら
の
検
討
も
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
網
羅
主
義

の
緩
和
や
入
試
の
在
り
方
の

変
容
等
を
促
し
、
現
場
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
新
し

い
学
習
指
導
要
領
が
ど
の
よ

う
な
も
の
に
な
る
の
か
。
検

討
す
べ
き
事
項
は
多
い
。

紙
・
デ
ジ
タ
ル
・
リ
ア
ル

適
切
に
組
み
合
わ
せ
る

中
央
教
育
審
議
会
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
は
２
月
、
こ
れ
ま

で
の
審
議
に
つ
い
て
中
間
ま

と
め
案
を
公
表
。
次
期
学
習

指
導
要
領
に
向
け
た
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
在
り
方
が
形
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

現
状
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

は
「
紙
の
教
科
書
の
内
容
を

そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

教
科
書
代
替
教
材
」
「
無
償

給
与
等
の
対
象
外
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
。
本
ま
と
め
案
で

は
学
校
関
係
者
か
ら
の

「
『
教
材
』
で
は
な
く
無
償

給
与
の
対
象
と
な
る
『
教
科

書
』
と
し
て
位
置
付
け
る
べ

き
」
「
紙
の
教
科
書
と
同
一

内
容
と
い
う
要
件
が
デ
ジ
タ

ル
な
ら
で
は
の
可
能
性
を
狭

め
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
を

取
り
上
げ
、
全
国
一
律
対
応

で
は
な
く
様
々
な
選
択
肢
を

用
意
す
る
こ
と
、
紙
・
デ
ジ

タ
ル
・
リ
ア
ル
を
適
切
に
組

み
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
、
一
部
が
紙
・
一
部
が

デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
な
形
態
の
教
科
書
も
認

め
る
と
し
て
い
る
。
分
量
の

増
大
の
可
能
性
も
踏
ま
え
教

科
書
の
内
容
や
分
量
も
精
選

す
る
。
ま
た
、
現
在
の
Ｑ
Ｒ

コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
学

習
指
導
要
領
に
お
け
る
指
導

事
項
が
系
統
的
・
組
織
的
に

記
載
さ
れ
る
教
科
書
の
一
部

と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
の

み
は
教
科
書
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い

て
は
遅
く
と
も
次
期
学
習
指

導
要
領
の
実
施
に
合
わ
せ
て

導
入
。
制
度
改
正
が
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
改

正
に
よ
り
新
た
な
教
科
書
が

配
布
さ
れ
る
ま
で
の
当
面
の

間
、
現
行
の
紙
と
デ
ジ
タ
ル

の
併
用
を
継
続
す
る
。

今
後
は
、検
定
の
在
り
方
、

発
行
・
供
給
の
在
り
方
、
著

作
権
の
権
利
制
限
と
の
関

係
、
教
科
用
特
定
図
書
等
と

の
関
係
に
つ
い
て
討
議
。
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
版
と
な
る
こ
と

で
教
科
書
制
作
費
用
が
増
大

す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
ど

こ
ま
で
無
償
給
与
の
対
象
と

な
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

GIGA 第２期充実のためにも、スムーズに端末を
活用できるネットワークが必要である。その実現の
ために、安価なギャランティ型の提案を各通信事業
者に要請。それを受けた学校ネットワーク自治体ピ
ッチが開催された。さらに予算面でも各方面で支援。
地方財政措置や自治体負担分を支援するデジタル活
用推進事業債（仮称）、デジ田交付金の後継である
新地方創生交付金など様々な予算措置が行われる。

２ 面 ICT活用は次のステップへ
３ 面 安心できる学習集団づくり
４ 面 ２０２４年補正・２０２５年予算
５ 面 学校ネットワーク自治体ピッチ
６ 面 教委セミナー報告・福岡
７ 面 教委セミナー報告・名古屋
８ 面 教育委員会・学校ニュース

１４
事
業
者
の
説
明
は

５
面
に
掲
載

加
賀
市
立
作
見
小
学
校

（
中
谷
真
由
美
校
長
）で
は
、

加
賀
市
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

受
け
て
、
主
体
的
な
学
び
で

あ
る
、
「
マ
イ
ス
タ
イ
ル
学

習
」
を
展
開
し
て
い
る
。
マ

イ
ス
タ
イ
ル
学
習
は
１
人
１

台
情
報
端
末
を
学
習
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
て
、
主
体
的

な
学
び
を
進
め
る
も
の
だ
。

「
今
の
学
び
を
自
分
の
言
葉

で
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
、
単
に
学
び
を
委
ね

る
だ
け
で
な
く
、
各
自
が
自

己
調
整
し
な
が
ら
学
習
を
進

め
る
た
め
に
考
え
て
欲
し
い

こ
と
を
教
師
側
が
子
供
に
し

っ
か
り
と
伝
え
て
い
る
。
具

体
的
に
は
次
の
内
容
だ
。
①

自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

（
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
る
）
、

②
人
と
比
べ
な
い
（
比
べ
る

の
は
昨
日
の
自
分
）
、
③
み

ん
な
の
権
利
を
守
る
（
ど
う

せ
な
ら
楽
し
く
）

マ
イ
ス
タ
イ
ル
学
習
で
は

こ
の
約
束
を
前
提
と
し
て
、

１
人
１
台
情
報
端
末
を
学
習

ツ
ー
ル
と
し
て
駆
使
し
な
が

ら
、
自
分
が
や
り
や
す
い
方

法
や
相
手
、
場
所
を
自
己
決

定
し
て
、
価
値
を
追
究
し
た

り
、
自
分
の
考
え
を
深
化
さ

せ
た
り
し
て
い
る
。

授
業
で
は
、
子
供
た
ち
自

身
が
自
ら
の
学
び
を
見
直
し

な
が
ら
、
学
び
を
調
整
し
て

い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

令
和
の
日
本
型
学
校
教
育

を
進
め
る
上
で
、
子
供
た
ち

に
学
び
を
委
ね
る
た
め
の
工

夫
改
善
が
始
ま
っ
て
い
る
。

同
校
の
取
組
の
よ
う
に
、

「
な
ぜ
学
び
を
委
ね
る
の

か
」
、
「
何
を
子
供
た
ち
に

委
ね
る
の
か
」
を
問
い
直
す

段
階
に
来
て
い
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
立

命
館
宇
治
中
学
校
・
高
等
学

校
、
京
都
府
立
京
都
す
ば
る

高
等
学
校
、
神
奈
川
県
立
横

浜
修
悠
館
の
事
例
が
全
国
の

高
校
の
学
び
を
伝
え
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
マ
ナ
ビ
カ
エ

ル
」
に
公
開
さ
れ
た
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
で
は

高
校
教
育
指
導
課
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
推
進
課
が
共
有
チ
ャ
ン

ネ
ル
上
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
で
情

報
を
共
有
。
両
課
の
協
力
に

よ
り
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で

は
一
括
で
物
品
を
調
達
。
高

校
の
探
究
活
動
の
成
果
発
表

会
も
事
業
を
連
携
し
て
開
催

し
た
。

立
命
館
宇
治
中
学
校
・
高

等
学
校
で
は
中
学
校
１
年
で

「
自
分
を
知
る
」
、
２
年
で

「
社
会
と
つ
な
が
る
」
、
３

年
は
ゼ
ミ
形
式
で
探
究
。
高

等
学
校
の
「
コ
ア
探
究
」
に

つ
な
げ
て
い
る
。

京
都
府
立
京
都
す
ば
る
高

等
学
校

情
報
科
で
は
情
報

の
専
門
学
校
と
連
携
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
。

通
信
制
独
立
校
で
あ
る
神

奈
川
県
立
横
浜
修
悠
館
で
は

「
レ
ポ
ー
ト
が
変
わ
れ
ば
ス

ク
ー
リ
ン
グ
（
面
接
指
導
）

が
変
わ
る
」
と
考
え
、
探
究

的
な
レ
ポ
ー
ト
と
協
働
的
な

ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
▼
詳
細
＝http

s://www.mext.go.jp/
manabikaeru/
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ソフト・ハード両面で
子供主体の学びを支援
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学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
３
か
年
計
画

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
３
か
年
計
画

ＧＩＧＡ第２期の個別最適な学び
～石川県加賀市立作見小学校～～石川県加賀市立作見小学校～

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
で
地
財
措
置

業
務
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
対
象

③マイスタイル学習をベースにした授業改善と端末活用③マイスタイル学習をベースにした授業改善と端末活用

４年算数でのマイスタイル学習

６年国語でのマイスタイル学習

神奈川県立横浜修悠館 埼玉県教育委員会

京都府立京都すばる高等学校 情報科

立命館宇治中学校・高等学校 事例公開

学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
治
体
ピ
ッ
チ

学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
治
体
ピ
ッ
チ
デ
ジ
タ
ル
庁
・
文
科
省
が
開
催

安
価
な
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
型
な
ど
新
規
提
案

（１） ２０２５年（令和７年）３月３日（月曜日）
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